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この会報紙は、赤い羽根共同募金の配分金で発行しています。

平成 年度事業方針と主要施策
社協会費・日赤社費納入のお願い
地域福祉ニュース 平田支部だより
こんにちは！民生委員・児童委員協議会連合会です
地域の福祉力の向上を目指して 地区・学区社協の活動紹介
（松陵学区社協・中平田学区社協）
あなたのボランティア活動を支えます（ボランティア活動保険）
広がる善意の輪・共同募金・歳末たすけあい募金
アフガニスタンの子どもたちにランドセルを贈ろう
心 をつなぐ活動 庄内芸能ボランティアサークル“心”
コラムふれあい
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主 要 施 策

今
日
、
少
子
・
高
齢
社
会
に
お
い
て
は
、
人
口
の
減
少
や
小
家
族
化
、
ま
た
、

住
民
意
識
の
変
化
に
伴
い
地
域
住
民
の
生
活
の
安
定
を
支
え
る
福
祉
活
動
に
対

す
る
需
要
が
多
様
化
し
て
い
ま
す
。

地
域
福
祉
の
具
体
的
な
行
動
計
画

酒
田
市
地
域
福
祉
活
動
計
画
（
平
成
十

八
年
度
策
定
、
平
成
二
十
年
度
見
直
し
）
の
柱
で
あ
る
新
・
草
の
根
事
業
に

つ
い
て
は
、
学
区
・
地
区
社
協
内
で
の
活
動
状
況
を
踏
ま
え
、
さ
ら
に
、
情
報

提
供
し
な
が
ら
確
実
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
地
域
福
祉
活
動
の
推
進
役
と
な

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ワ
ー
カ
ー
の
養
成
と
モ
デ
ル
配
置
に
つ
い
て
も
行
政
、
関
係

団
体
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
取
り
組
み
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
始
め
る
た
め
に
必
要
な
情
報
の
入
手
や
相
談
が
気
軽

に
出
来
る
よ
う
に
、
今
後
、
社
協
内
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
設
置
を
検

討
し
ま
す
。
ま
た
、
大
規
模
災
害
に
備
え
て
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

の
立
ち
上
げ
及
び
運
営
に
つ
い
て
行
政
等
と
連
携
を
と
り
な
が
ら
取
り
組
み
ま
す
。

合
併
時
の
課
題
で
あ
る
会
費
に
つ
い
て
は
、
会
費
調
整
検
討
委
員
会
の
検
討

結
果
を
基
に
、
平
成
二
十
二
年
度
か
ら
統
一
を
図
り
ま
す
。
今
年
度
さ
ま
ざ
ま

な
機
会
に
皆
さ
ま
へ
丁
寧
に
説
明
し
、
理
解
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
努
め
ま
す
。

介
護
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
中
核
に
事
業
の

安
定
推
進
を
図
る
と
と
も
に
経
営
の
安
定
に
努
め
ま
す
。

福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
事
業
、
共
同
募
金
事
業
の
推
進
、
日
赤
酒
田
市
地

区
事
業
、
生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業
、
各
種
相
談
事
業
な
ど
、
地
域
住
民
の
自

立
支
援
の
た
め
、
良
質
か
つ
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

市
民
の
誰
も
が
住
み
な
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
豊
か
な
福
祉
の
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
公
益
的
観
点
に
立
ち
、
住
民
参
加
と
協
働
の
も
と
、

行
政
や
関
係
福
祉
団
体
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
や
課
題
に
即

応
で
き
る
社
会
福
祉
協
議
会
を
目
指
し
ま
す
。

（ ）専門部会の運営 つの専門部会において、各事業の課題等について協議・検討。
総務財政部会 ・組織体制整備・事業の見直し・社会福祉基金の適正管理と使途 等
地域福祉 ボランティア部会 ・新 草の根事業 学区地区社協の組織強化 ボランティア事業、支援体制の見直し 等
共同募金部会 ・募金目標額の確保・募金の適正配分と透明性 等
介護保険部会 ・適正な介護保険の事業経営 等

（ ）新・草の根事業 見守りネットワーク支援事業 合同研修事業 ふれあい（老人）給食事業
地域あんしん事業・地域交流事業・介護予防講座事業

（ ）福祉サービス利用援助事業 エリア会議・制度啓発研修 等
（ ）自主財源の確保 自治会長全体研修会・福祉推進員全体研修会（支部） 等
（ ）赤い羽根共同募金運動 街頭募金の参加促進・法人募金活動の促進 等
（ ）介護保険事業 利用者への適切なサービス提供や組織体制など事業基盤の確立

居宅介護支援事業 ・効率的経営・介護サービスの適正化、効率化
・情報開示の標準化と第三者評価の実施
・月例研修会並びに事業実績検討の実施

訪問介護事業
通所介護事業
地域包括支援センター

（ ）日赤酒田市地区事業 弔詞、ろうそくの配布・見舞金や救援物資の支給 等
（ ）広報活動 会報誌 ふれあい の発行（年 回）

（ ）委託事業（酒田市より）酒田市地域福祉センターの運営・地域包括支援センターにいだの運営福祉バス、日赤福祉バスの運行・介護予防講座
（ ）老人福祉センター事業

（八幡 やまゆり荘） 施設の管理運営・自主事業の実施 等

（ ）専門部会の運営

（ ）新・草の根事業

（ ）福祉サービス利用援助事業
（ ）自主財源の確保
（ ）赤い羽根共同募金運動
（ ）介護保険事業

（ ）日赤酒田市地区事業
（ ）広報活動

（ ）委託事業（酒田市より）

（ ）老人福祉センター事業
（八幡 やまゆり荘）
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講習会（ひらたタウンセンター）講習会（ひらたタウンセンター）

社
会
福
祉
協
議
会
は
、
社
会
福
祉

法
に
お
い
て
地
域
福
祉
を
推
進
す
る

中
核
的
な
団
体
と
し
て
明
確
に
位
置

づ
け
ら
れ
た
、
住
民
誰
も
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

と
地
域
福
祉
の
推
進

を
使
命
と
す

る
組
織
で
す
。

ま
す
ま
す
多
様
化
す
る
地
域
福
祉

ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、
公
的
サ

ー
ビ
ス
の
充
実
に
加
え
、
地
域
住
民

の
支
え
合
い
が
大
変
重
要
と
な
っ
て

お
り
、
地
域
福
祉
活
動
の
推
進
役
と

し
て
社
会
福
祉
協
議
会
の
責
任
は
、

ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
皆
様
か
ら
納
入
し
て
い
た
だ
く

会
費
は
、
地
域
へ
の
総
合
的
支
援
を

推
進
す
る
た
め
の
貴
重
な
財
源
と
な

り
ま
す
。

今
年
度
、
皆
様
か
ら
ご
協
力
い
た

だ
く
社
協
会
費
は
、
全
体
で
千
八
百

九
十
一
万
五
千
円
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
四
支
部
の
会
費
の
額
は
下
表
の

と
お
り
で
す
。

会
費
の
使
い
道
は
、
地
域
福
祉
の

充
実
を
進
め
る
新
・
草
の
根
事
業

の
事
業
費
と
し
て
七
百
八
十
二
万
円

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
地
域
で

の
福
祉
活
動
を
支
え
て
い
た
だ
い
て

い
る
自
治
会
長
の
研
修
会
や
活
動
を

広
め
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
得
る
た

め
の
啓
発
活
動
事
業
等
に
七
十
八
万

一
千
円
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
や
民

生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
な
ど
関
連

団
体
活
動
助
成
金
に
百
七
万
二
千
円

を
支
出
し
て
事
業
を
展
開
し
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
理
事
・
評
議
員
等
に
よ

る
地
域
福
祉
事
業
の
研
究
や
協
議
、

会
議
を
行
う
た
め
な
ど
の
社
協
運
営

事
務
費
と
し
て
、
七
百
六
十
四
万
四

千
円
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

本
年
度
も
会
員
の
皆
様
の
会
費
を

貴
重
な
活
動
財
源
と
し
て
、
地
域
福

祉
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

地 区 社協会費 日赤社費
酒 田 円

円八 幡 円
松 山 円
平 田 円

地 区 社協会費 日赤社費
酒 田 円

円八 幡 円
松 山 円
平 田 円

赤
十
字
は
、
災
害
救
護
や
難
民
の

救
援
な
ど
国
内
外
で
人
道
的
な
活
動

を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
経
費
は
、

皆
さ
ま
か
ら
の
社
資
（
社
費
と
寄
附

金
）
に
よ
り
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

平
成
二
十
一
年
度
も
赤
十
字
事
業
に

ご
理
解
を
い
た
だ
き
、
社
費
の
納
入

に
つ
い
て
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

社
費
の
納
入
を
は
じ
め
、
日
赤
事

業
に
対
す
る
問
い
合
わ
せ
は
日
本
赤

十
字
社
山
形
県
支
部
酒
田
市
地
区
ま

で
お
願
い
し
ま
す
。

﹇
住
所
﹈

酒
田
市
新
橋
二
丁
目
一
番
地
の
十
九

酒
田
市
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

酒
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
総
務
課

﹇
電
話
﹈（
二
三
）
五
七
六
五

日
赤
酒
田
市
地
区
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平
田
支
部
だ
よ
り

福祉推進員（区長）会議であいさつを

（平成 年 月 日現在）

する長谷部久雄市社協副会長

介護施設入所者を除く

旧
平
田
町
で
は

十

の
公
民
館

（
分
館
）
を
地
域
の
単
位
と
し
て
活

動
し
て
き
ま
し
た
が
、
平
成
二
十
一

年
四
月
か
ら
五
つ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

振
興
会
組
織
が
で
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興
会

の
設
置
に
と
も
な
い
、
そ
の
福
祉
部

門
を
担
う
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

も
同
時
に
作
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興
会
で
は
、
魅

力
あ
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り

を
進
め
る
た
め

平
田
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
振
興
会
連
絡
協
議
会

を
設

置
し
ま
し
た
。
こ
れ
と
同
じ
く
、
地

域
福
祉
事
業
を
よ
り
円
滑
に
、
か
つ

協
働
し
て
進
め
る
た
め
に

平
田
地

区
社
会
福
祉
協
議
会
連
絡
会

を
立

ち
上
げ
、
体
制
整
備
を
図
り
ま
し
た
。

地
区
社
会
福
祉
協
議
会
の
活
動
は
、

老
人
ク
ラ
ブ
や
婦
人
会
、
若
妻
会
、

民
生
委
員
な
ど
が
個
々
に
実
践
し
て

き
た
福
祉
活
動
を
一
つ
に
ま
と
め
、

市
社
協
が
全
市
的
に
進
め
て
い
る

新
・
草
の
根
事
業
を
行
な
い
、
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

を

進
め
て
い
く
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

平
田
地
域
の
特
徴
は
、
三
十
九
ヶ

所
で
実
施
し
て
い
る

ふ
れ
あ
い
・

い
き
い
き
サ
ロ
ン

で
す
。
年
間
延

べ
で
四
百
回
以
上
開
催
し
て
い
ま
す
。

そ
の
内
容
は
自
分
た
ち
で
相
談
し
、

楽
し
く
健
康
づ
く
り
に
も
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
サ
ロ
ン
活
動
に
は
、

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
連
絡
協
議
会
を
組

織
し
て
情
報
交
換
を
し
な
が
ら
よ
り

良
い
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動
も
活

発
で
す
。
十
三
の
単
位
ク
ラ
ブ
が
合

同
で
行
な
う

ス
ポ
ー
ツ
大
会

や

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会

を
は

じ
め

友
愛
訪
問

活
動
の
研
修
会

を
行
な
う
な
ど
福
祉
活
動
を
熱
心
に

行
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
の
地

区
社
協
に
よ
る
地
域
福
祉
活
動
で
す

が
、
平
成
二
十
一
年
度
は
、
五
つ
の

地
区
社
協
が
協
力
し
て

新
・
草
の

根
事
業

を
拡
充
す
る
計
画
で
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興
会
は
生
活
全

般
に
関
わ
る
組
織
で
す
が
、
少
子
高

齢
社
会
が
進
ん
で
い
る
今
日
、
地
域

課
題
に
占
め
る
福
祉
問
題
は
年
々
大

き
く
な
っ
て
い
ま
す
。
地
区
社
会
福

祉
協
議
会
は
、
地
域
に
住
む
人
々
が

助
け
合
う
活
動
を
通
じ
て

ま
ち
づ

く
り

を
行
な
う
組
織
で
す
。
住
民

の
皆
さ
ん
の
協
力
が
な
に
よ
り
重
要

で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

地 区 名 人口数
（人）

歳以上
人口数（人） 高齢化率（％） 歳未満

人口数（人） 年少比率（％）

田 沢 コ ミ 振
東 陽 コ ミ 振
郡鏡・山谷コミ振
南 平 田 コ ミ 振
砂越・砂越緑町コミ振

合 計
前年度

地 区 名 人口数
（人）

歳以上
人口数（人） 高齢化率（％） 歳未満

人口数（人） 年少比率（％）

東 陽 コ ミ 振

南 平 田 コ ミ 振

合 計
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活動の一例活動の一例

酒
田
市
民
児
連
の
重
点
活
動

一

単
位
民
児
協
定
例
会
の
充
実

定
例
会
を
通
じ
、
委
員
間
で
の
情

報
の
共
有
と
事
例
検
討
の
充
実
。

二

委
員
の
研
修
の
充
実

活
動
強
化
、
資
質
向
上
の
た
め
の

研
修
会
の
開
催
。

三

子
ど
も
や
子
育
て
家
庭
に
立
っ

た
児
童
委
員
活
動
の
推
進

孤
立
し
た
子
育
て
を
無
く
す
取
組

み
を
通
じ
た
児
童
虐
待
の
早
期
発
見
、

早
期
対
応
。
ま
た
犯
罪
被
害
か
ら
子

ど
も
達
を
守
る
た
め
、
関
係
機
関
と

の
連
携
と
協
働
の
推
進
。

四

児
童
虐
待
高
齢
者
虐
待
の
根
絶

児
童
や
高
齢
者
へ
の
虐
待
の
早
期

発
見
と
関
係
機
関
へ
の
連
絡
。

五

地
域
福
祉
並
び
に
福
祉
の
ま
ち

づ
く
り
の
推
進

関
係
機
関
と
の
課
題
の
共
有
、
連

携
強
化
及
び
役
割
分
担
の
明
確
化
。

六

災
害
時
の
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
推
進

住
民
と
相
互
協
力
し
た
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
充
実
。

七

赤
十
字
奉
仕
団
と
し
て
の
諸
活

動
の
推
進

奉
仕
団
と
し
て
の
心
の
準
備
を
維

持
し
、
災
害
意
識
の
高
揚
と
研
鑽
に

努
め
る
。

地域の 身近な相談者 である民生委員・児童委員は、民生委員法に基づき、市民の皆さんが
住み慣れた地域で安心して暮らすことができる地域社会づくりを目指しています。地域住民の生
活状態を把握し、相談や助言、援助を行なうとともに、市や社会福祉協議会等関係機関との調整
を図るなど必要な支援を行なっています。

つの活動の基本
生活の実態や福祉ニーズの把握
生活上のさまざまな相談への対応
介護や福祉の制度・サービスの情報提供
関係機関との連絡役
必要なサービスへの調整・支援
快適な生活へ向けた生活支援活動
生活上の問題点や改善策について関係
機関へ意見提起

つの活動の基本

第 民児協
平成 年 月 日、ひな祭り会食。和室にお雛様を飾り、集会
室で食事会を行なった。主体は民児協と学区社協福祉協力員。
献立計画や調理は、福祉協力員の協
力のもと女性委員が行ない、会場設
営や配膳は男性委員が行なった。
高齢者の中に民生委員・福祉協力
員が入って、和気あいあいとおしゃ
べりしながら食事し、参加者から大
変喜ばれた。

平田民児協
平成 年 月 日、 月定例会において、日本赤十字救急法短
期（ ）講習会を開催。当日、日本赤十字社より、 名の指

導員を派遣いただき、心肺蘇生法
や の取扱い を講義いただ
いた。委員からは、 初めて
を操作する人が多く、実施してよ
かった。 等の声が出され、人命救
助に対する意識が高まり、大変有意
義な講習会となった。
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松
陵
学
区
は
万
里
の
松
原
を
間
近

に
望
む
二
千
五
百
世
帯
程
の
街
で
す

が
、
市
街
地
学
区
の
中
で
は
比
較
的

高
齢
化
率
の
高
い
学
区
で
す
。

そ
ん
な
地
域
性
を
持
つ
学
区
社
協

で
は
、
第
三
水
曜
日
に

老
人
給
食

調
理
配
食
、第
一
水
曜
日
に
は
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
対
象
者
の
安
否
確
認
の
た

め

ヤ
ク
ル
ト
配
布
、
こ
の
二
つ

を
メ
イ
ン
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

老
人
給
食
は
以
前
、
四
十
食
を
超

え
て
い
た
の
で
す
が
、
最
近
で
は
数

も
減
少
し
、
三
十
食
程
度
に
な
り
ま

し
た
。
そ
の
訳
は
様
々
で
す
が
、
軽

ス
ポ
ー
ツ
の

普
及
や
介
護

予
防
の
効
果

に
よ
り
、
気

力
・
体
力
と

も
元
気
な
お

年
寄
り
が
増

え
て
き
た
証

で
は
な
い
か
、

と
思
う
の
で

す
。
そ
う
で

中
平
田
地
区
は
、
十
五
の
集
落
か

ら
成
り
、
人
口
は
千
八
百
七
十
人
ほ

ど
で
、
高
齢
化
率
も
高
く
、
酒
田
市

の
平
均
よ
り
五
パ
ー
セ
ン
ト
も
上

回
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

新
・
草
の
根
事
業
の
ひ
と
つ
と
し

て
実
施
し
て
い
る
介
護
予
防
講
座
に

つ
い
て
は
、
平
成
十
八
年
度
か
ら
実

施
し
て
い
ま
す
が
、
今
年
度
も
運
営

会
議
で
協
議
し
た
内
容
で
年
間
六
回

の
事
業
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
介
護

予
防
講
座
が
始
ま
る
前
か
ら
安
否
確

認
を
目
的
に
婦
人
会
の
協
力
を
い
た

だ
い
て
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
家
庭

へ
月
一
回
、
お
弁
当
の
配
布
を
実
施

し
て
い
ま
す
が
、
今
後
も
介
護
予
防

講
座
と
並
行
し
て
事
業
展
開
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
介
護
予
防
講
座
の
中
で
福

祉
バ
ス
を
利
用
し
て
の
視
察
研
修
会

も
開
催
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
事
業

は
、
大
変
人
気
の
あ
る
行
事
の
ひ
と

つ
で
、
研
修
の
中
で
多
少
な
り
と
も

歩
く
場
面
が
あ
る
の
で
、
体
力
づ
く

り
も
兼
ね
る
こ
と
が
で
き
、
目
的
地

に
着
く
ま
で
参
加
者
同
士
楽
し
く
お

し
ゃ
べ
り
し
な
が
ら
、
心
の
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
介
護
予
防
講
座
に
、
た

く
さ
ん
の
方
々
か
ら
参
加
し
て
い
た

だ
き
、
地
区
内
の
誰
も
が
、
生
涯
元

気
で
、
は
つ
ら
つ
と
輝
き
、
要
支
援

や
要
介
護
に
な
ら
な
い
よ
う
に
事
業

展
開
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

あ
れ
ば
大
変
喜
ば
し
い
傾
向
で
す
。

そ
れ
で
も
十
数
名
の
給
食
協
力
者
は
、

当
日
早
朝
か
ら
コ
ミ
セ
ン
に
集
ま
り
、

お
年
寄
り
が
食
べ
易
い

惣
菜

の

調
理
や
、
ご
は
ん
の
硬
さ
等
、
特
に

食
中
毒
防
止
に
は
細
心
の
注
意
を
払

い
な
が
ら
、
心
を
込
め
て
弁
当
作
り

を
し
て
い
ま
す
。

老
人
給
食
は
一
月
と
八
月
に
は
休

み
ま
す
が
、
年
間
十
回
実
施
し
て
お

り
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
か
ら
大
変
喜

ば
れ
て
お
り
ま
す
。
毎
月
楽
し
み

に
し
て
い
る
。
と
言
う
声
も
多
く

聞
こ
え
ま
す
。
ま
た
、
配
食
に
あ
た

っ
て
は
、
絵
手
紙
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
々
か
ら
頂
い
た
綺
麗
な
絵
手
紙
を

添
え
て
、
心
温
ま
る
お
弁
当
を
お
届

け
し
て
お
り
ま
す
。
給
食
が
な
い
月

は
、
お
粥
パ
ッ
ク
（
二
袋
）
の
配
布

を
行
う
等
、
関
係
者
の

思
い
や
り

の
心

で
年
間
活
動
を
遂
行
し
て
い

ま
す
。
今
後
も
学
区
社
協
は
努
力
を

惜
し
ま
ず
、
よ
り
一
層
地
域
福
祉
の

充
実
を
図
る
た
め
、
研
鑽
し
て
参
り

た
い
と
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
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平成 年 月 日 月 日受付分【敬称略 順不同】

善意の輪（酒田遊技業協同組合様）

平成 年 月 日 月 日受付分【敬称略 順不同】

ボランティア活動中の傷害事故や賠償事故を補償する保険です。
補償期間は、加入申込手続き完了日の翌日 平成 年 月 日。
掛金は年額 円から加入できます。

傷害事故
ボランティアが
活動中の事故に
より怪我をした
場合

賠償事故
ボランティアが活動中の
事故により、他人に怪我
を負わしたり、法律上の
賠償責任を負った場合

その他、 プラン・ プラ
ンもあります。またオプショ
ンもありますので、詳しくは
お問合わせ下さい。

加入申込・問合せ等
酒田市社会福祉協議会

八幡支部
松山支部
平田支部

保険の種類 加入プラン・補償金額
プラン

傷 害
事 故

死 亡 保 険 金 万円
後 遺 障 害 保 険 金 万円（限度額）
入 院 保 険 金 日 額 円
通 院 保 険 金 日 額 円

賠 償
事 故

賠 償 責 任 保 険
（対 人 ・ 対 物 共 通） 億円（限度額）

年 間 保 険 料（掛 金） 円（基本タイプ）

保険の種類 加入プラン・補償金額
プラン

傷 害
事 故

死 亡 保 険 金 万円
後 遺 障 害 保 険 金 万円（限度額）
入 院 保 険 金 日 額 円
通 院 保 険 金 日 額 円

賠 償
事 故

賠 償 責 任 保 険
（対 人 ・ 対 物 共 通） 億円（限度額）

年 間 保 険 料（掛 金） 円（基本タイプ）

氏名・団体名 金額（円）
（宗）孝祥寺
酒田飽海更生保護女性会
四つ葉の会
東北東ソー化学労働組合
匿名
匿名
酒田遊技業協同組合（加盟 社）
匿名
庄内芸能ボランティアサークル“心”
浜田学区コミュニティ振興会
浜田学区コミュニティ振興会

氏名・団体名 金額（円）
光風学園家族会

氏名・団体名 金額（円）
光風学園家族会

氏名・団体名 金額（円）
酒田のめぐみ販売店
富士見小学校児童会

氏名・団体名 金額（円）
酒田のめぐみ販売店
富士見小学校児童会

共同募金（戸別・街頭・法人以外の募金）

歳末たすけあい募金（戸別以外の募金）

赤い羽根共同募金（期間外）
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編
集
委
員
長

吉

村

芳

美

心
を
つ
な
ぐ
活
動

庄
内
芸
能
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
心

当日、発表会の様子

授業を受ける子どもたちどもたち

会
報
ふ
れ
あ
い
平
成
二
十
一
年
六
月
十
五
日
第

号

編
集
発
行

社
会
福
祉
法
人

発
行
責
任
者

加
藤

勝
記
・
酒
田
市
社
会
福
祉
協
議
会（
酒
田
市
新
橋
二
丁
目
一

十
九
）

（
二
三
）五
七
六
五

文
学
碑
あ
れ
こ
れ

四
月
に
入
っ
て
い
つ
だ
っ
た
か
、

鶴
岡
湯
田
川
の
梅
林
公
園
に
、
山
頭

火
の
句
碑
が
移
設
さ
れ
た
と
い
う

ニ
ュ
ー
ス
を
知
る
。

み
ち
の
く
は
ガ
ザ
咲
い
て
秋
兎

死
（
あ
き
と
し
）
う
た
ふ
朝
蝉
夕
蝉

な
ぜ
あ
な
た
は
来
な
い

昭
和
十
一
年
六
月
、
湯
田
川
み
や

ご
旅
館
に
、
鶴
岡
の
俳
人

和
田
秋あ

き

兎と

死し

と
逗
留
の
時
の
句
と
い
う
。
七

月
に
は
酒
田
に
き
て
い
る
。
そ
の
く

だ
り
に
つ
い
て
は

続
酒
田
き
き
あ

る
き

の
田
村
寛
三
さ
ん
が
、
読
ま

せ
る
文
章
に
ま
と
め
て
い
る
が
、
山

口
屋
と
い
う
酒
屋
で
の
く
だ
り
が
惹

き
つ
け
て
く
れ
る
。
コ
ッ
プ
酒
を
飲

ん
で
、
一
文
な
し
で
と
、
さ
み
だ

る
る
旅
も
を
は
り
の
足
を
洗
ふ

と

紙
に
書
い
て
、
代
金
に
し
た
と
い
う
。

か
つ
て
私
達
は
、
今
野
治
郎
さ
ん

の
発
案
で
、
山
頭
火
の
碑
を
酒
田
に

も
と
相
談
し
た
事
が
あ
っ
た
。
し
か

し
、
何
時
の
間
に
立
ち
消
え
に
な
っ

て
今
日
を
迎
え
て
い
る
。

心
は
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

な
ど
の
福
祉
施
設
で
、
唄
と
踊
り
に

よ
る
ふ
れ
あ
い
活
動
を
行
っ
て
い
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
で
す
。

四
月
五
日
酒
田
市
総
合
文
化
セ
ン

タ
ー
で
、
十
五
周
年
記
念

チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
発
表
会

が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
当
日
は
、
庄
内
地
域
の
福
祉
施

設
の
皆
さ
ん
も
招
待
さ
れ
、
唄
や
踊

り
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

心
は
毎
年
、
こ
の
発
表
会
を
開

催
し
て
お
り
、
そ
の
収
益
金
の
一
部

を
市
社
協
へ
寄
付
し
て
い
た
だ
い
て

め
、
畑
に
出
て
働
き
ま
す
。
学
校
に

行
け
る
子
は
ほ
ん
の
一
部
で
す
。
親

た
ち
は
、
子
ど
も
を
学
校
に
行
か
せ

た
く
て
も
行
か
せ
ら
れ
な
い
現
状
に

苦
し
ん
で
い
ま
す
。
日
本
か
ら
の
ラ

ン
ド
セ
ル
は
、
子
ど
も
を
学
校
に
行

か
せ
る
た
め
の
き
っ
か
け
に
な
っ
て

い
る
の
で
す
。
皆
様
の
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

対
象

ラ
ン
ド
セ
ル
（
色
、
形
は

問
わ
な
い
）

未
使
用
の
学
用
品

を
入
れ
る
と
喜
ば
れ
ま
す
。（
は

さ
み
、
カ
ッ
タ
ー
な
ど
は
除
く
）

費
用

一
個
あ
た
り
千
八
百
円

（
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
海
上
輸
送

す
る
た
め
。
お
金
の
代
わ
り
に
書

き
損
じ
の
は
が
き
四
十
枚
で
も
可
。

ラ
ン
ド
セ
ル
の
送
付
先
な
ど
詳
し

く
は

財
団
法
人
ジ
ョ
イ
セ
フ

（
家
族
計
画
国
際
協
力
財
団
）

三

三
二
六
八

五
八
七
五

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
は
、
内
戦
で

学
校
が
破
壊
さ
れ
、
外
で
勉
強
し
て

い
ま
す
。
教
科
書
は
、
布
に
包
ん
で

持
っ
て
い
き
ま
す
が
、
片
道
十
キ
ロ

も
の
山
道
を
歩
く
た
め
大
変
危
険
で

す
。
ラ
ン
ド
セ
ル
が
あ
れ
ば
、
両
手

が
使
え
る
た
め
今
よ
り
安
全
に
通
う

事
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
ほ
と
ん
ど

の
子
ど
も
た
ち
は
家
計
を
助
け
る
た

い
ま
す
。

心
の
皆

様
の
ご
厚

意
に
深
く

感
謝
し
、

地
域
福
祉

活
動
の
推

進
に
努
め

て
ま
い
り

ま
す
。
誠

に
あ
り
が

と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。


